花園大学　2007年7月31日　公開講演　マンガとは何か？　　夏目房之介
1） マンガ表現の構造
絵・コマ・言葉の相関

　目に入ってくる絵と言葉を、コマや吹き出しなど透明な装置で結合させ時間分節化した説話表現
　マンガを描くとき、ネーム（コマ割と絵の配置、文字を描きこんだコンテ）段階ではじめてマンガの体裁を整える

絵と言葉の相関領域

　Ａ）擬音など描き文字の絵的要素

　Ｂ）絵の記号的表現（汗）などの言葉的要素

絵とコマ　々

　Ｃ）少女マンガなど、コマをまたぐ人物の絵のコマ性

　Ｄ）コマのもつデザイン的構成の絵的要素

コマと言葉　々

　Ｅ）コマの統辞機能（時間分節、物語構成）の言葉（文法・修辞）的要素

　Ｆ）言葉のもつ時間性、説話機能による絵・コマの縫合作用　コマの結合

2） 相関領域の具体例

Ａ）図1　二種の「シーン」　手描き　　Ｂ）図2　米マニアのマンガ
Story :Miyuki Fujisaki Art :Musashi「Gakusei Senshi」Issue 2　Tsukirima Comix 1998年　「汗」や不思議な浮遊物の記号　星　渦　効果線
Ｃ）図3　池田理代子『ベルサイユのばら』（72～73年）　集英社　完全復刻版セット5巻　132～133ｐ　コマ枠線の役を果たす人物
Ｄ）図4　図3のコマ枠線模図　右ページ縦構成　左ページ横構成
　コマの構成に対して斜めに効果線や「動き」、吹き出しの方向が入る

　時間順序の分節だけでなく、見開き単位の画面構成の視覚効果がある

Ｅ）図5　井上雄彦『バガボンド』講談社　26巻　＃225（ページ不明
吉岡一門70余名の中で武蔵が現われる場面　ほぼ映画のカット的なコマの機能
１コマごとに時間順序が進み、カメラ位置でカットバックされる

時間順序・場面の状況（立ち位置）・視覚の領域をコマによって統御

→出来事・説話の進行の統辞機能　文章の統辞機能に比喩できる

Ｆ）図6　梶原一騎・つのだじろう（影丸譲也）『空手バカ一代』（71～77年）　講談社文庫　99年　14～15ｐ　大量のナレーションによる「強さ」の説明

絵の図解化　言葉の強度による瞬間場面への割り込みと図解・絵の縫合

3） 表現の幅

「強さ」の表現　図3　『ベルばら』　かっこいい場面の併置　動作の前後脈絡はない　装飾的な「華やかさ」に価値があり、動作の合理性にはない

図5　『バガボンド』　位置関係と動作の合理的脈絡そのものに武道物としての価値がある　コマは、正確にそれを再現するためのカメラ・アイとなる

図6　『空手バカ』　言葉（テキスト）の強度によって支えられる「強さ」

図7　森本梢子『ごくせん』9　集英社　04年　19ｐ　「達人」らしさ
　記号的な「らしさ」だけで表現　図3,5,6の要素はない（むしろそれらが培ったマンガ作品内の「らしさ」の想像力を基礎にしている

図8　同上4　02年　66ｐ　ありえない達人技のファンタジー・レベル

絵の記号的抽象レベルと架空性の許容

簡単で、それほどうまくない絵だからできる「隙」のようなもの

余白の多さ　マンガの記号的表現による受容側の想像可能性の幅

ある意味でもっともマンガ的想像力といえる要素？

→ＴＶドラマの仲間由紀江の抽象性　「らしさ」の記号消費的なレベルの一致

内的な「強さ」の表現
　図9　吉田秋生『蝉時雨のやむ頃』小学館　1　56～59ｐ
母と別れた父の死　今の奥さんと、また別の女の娘の同居

葬式に参列した三姉妹（最初の妻の娘たち）　気丈にしていた娘を見ぬく場面

耐えて来た「強さ」の表現　→泣く場面　無音　背景もなし

肉体的（可視的）ではない、内的な（人間関係の中での）「強さ」

見えない「強さ」をどう描くか　日本マンガの水準
